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沖縄の食にみる米国統治の影響（第二報）
～沖縄県民の洋風ファーストフード利用の実態と意識調査～

金城須美子＊

(＊琉球大学教育学部

田原美和＊＊

＊＊浦添高等学校）

ThelnfluenceoftheUS・AontheOkinawanDiet-InvestigationandCircumstancesof

OkinawanConsumersregardingFast-Food

SumikoKinjo＊andMiwaTahara＊＊

SincetheOkinawanpepolehavetakeｎｆａｓｔ－ｆｏｏｄｉｎｔｏｔｈｅｉｒｄｉｅｔｉｎｔｈｅｓａｍｅｗａｙａｓ

ｐｅｏｐｌｅｉｎｔｈｅＷｅｓｔａｎｄｔｈｅＵｎitedStateshave，weinvestigatedthecircumstancesand

consciousnessofOkinawanconsumersaboutthefast-foodthaftheyeaL

TheobjectivesofourstudyinvolvedstudentsoftheUniversityｏｆtheRyukyusand

employeesoftheBankofOkinawaonOkinawa,Japan・Resultsindicated,firstofalLthat

Okinawanstudentsconsumedfast-foodconsiderably；andfast-foodrestaurantswere

popularwihtthestudents・Consumersincluded76､８percentofOkinawanstudentsanｄ５２２

ｐｅｒｃｅｎｔｏｆｓｔｕｄｅｎｔｓｗｈｏｃａｍｅｆｒｏｍｏｔｈｅｒｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅｓＢｏｔｈｇｒｏｕｐｓｒｅｐｏｒｔｅｄｈａｖｉｎｇ

ｆａｓｔ－ｆｏｏｄａｓtheirmainmealstwiceamonthSecondly,ｔｈｅｒｅｄｉｄｎｏｔａｐｐｅａｒｔｏｂｅａｇＩ℃at

differenceinthetasteofOkinawanstudentsandothers，However,Okinawanstudents

preferredBigMac，MosBurgers,pizza,andtacos・Thirdly，６０percentofthestudents

agreedregardingfast-food，TheBankofOkinawapersonnelreportednotonlythat

youngpeopleasconｓｕｍｅｒｓｈａｄｆａｓｔ－ｆｏｏｄａｓａｍｅａｌｂｕｔｔhat50percentofthepersonnel

overfiftyyearsofageconsumedfast-foｏｄｍｏｒｅｔｈａｎｏｎｃｅａｍｏｎｔｈ・Ａｌｓｏ，５４percentof

heparticipantsinthesamplereportedpositiveanswerstohavingfast-foodintheirdiet，

regardlessofage

lnconclusion,sinceAmericanfast-foodchainresｔａｕｒａｎｔｓｌｉｋｅＡ＆Whavebeen

successfulonOkinawa，fast-foodhasevolvedasaneasymealorsnackforOkinawans、

WewereconcernedwiththereasonswhytheOkinawanpeoplehaveacceptedfast-foodin

theirdiet・ItappearsthattheOkinawanpeoplehavebecomeaccustomedtoAmericanfOod

becauseoftheinfluenceoftheUSpresencehereonOkinawa．

１．緒言

沖縄は、第二次世界大戦後の1945年から1972年

の間、米国統治下におかれ、食生活にも様含な影

響を受けてきた。

前報では、米国統治時代に導入された外資系洋

風ファーストフードの歴史や沖縄進出の経緯、企

業別店舗数の推移と実態を把握し、それが沖縄県

民の食生活に及ぼした影響について考察した。

本報では、洋風ファーストフードが、沖縄県民

の食生活にいかに受け入れられ定着しているのか、

＊TheFacultyofEducation,UniversityofTheRyukyu

＊＊UrasoeHighSchool
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その受容の実態と意識を調査・分析し、米国統治

の影響についてみることにした。

Ⅲ．結果および考察

１．ファーストフード利用に関する実態調査

（１）洋風ファーストフード利用状況

一琉大学生一外食時によく利用している飲食店を

３つ選択させた結果、表２に示した通り県内学生、

県外学生で比較してみると、県内学生は「洋風ファー

ストフード店」を選んだ者が84.3％と最も多く、

次いで「喫茶店」59.5％、「一般食堂」57.8％で

あった。県外学生では、「一般食堂」が71.1％、

「洋風ファーストフード店」は61.6％、「喫茶店」

37.7％とその利用率に差がみられた。特に、県内

学生の洋風ファーストフード利用率は県外学生を

約20％も上回る高い値を示しており、洋風ファー

ストフード店の利用者が多いことが示唆された。

次に、洋風ファーストフードの利用頻度をみる

と、県内・県外学生とも「月２～３回」が最も多

いが、２回以上利用している学生は県内で76.8％、

県外で52.2％と利用頻度も有意差がみられた。ま

た県外学生では、「ほとんど利用しない」、「全

く利用しない」と答えた者が24.4％あるのに対し

て、県内学生では５％と低く、県内学生の方が洋

風ファーストフードをよく利用していることがわ

かった。

洋風ファーストフード店は他の飲食店に比べて

利用しやすいか否か、についてみると県内学生の

約80％が「利用しやすい」と答えたのに対して、

県外学生は50％と低く有意差がみられた。また

「利用しにくい」と答えた比率も県外学生が高い。

したがって、洋風ファーストフード店を利用しや

すい飲食店だと考えているのは県内学生の方で、

その背景には沖縄は本土と比べ洋風ファーストフー

ド店の進出が早く、また、人口１万人当たりに対

する店舗数も全国でも上位を占めることから')他

の飲食店より馴染みが深く利用しやすいものと推

察した。

（２）洋風ファーストフード利用の理由

洋風ファーストフード利用の理由については、

「手軽で便利だから」との答えが最も多く、県内

学生は約77.7％、県外学生では60％であった。次

いで「待たないから」、「時間がないから」を合

わせると県内学生で86.8％、県外学生は73.3％と

なり、いずれも簡便性から利用しているようであ

る。「おいしいから利用する」としたのは県内．

n．調査の概要

１．調査対象と時期

琉球大学の学生および６社会人を対象に洋風ファー

ストフードの利用状況とその意識についてアンケー

ト調査を行った。学生は、県内出身者、県外出身

者別に、社会人は年代別の比較・検討を行った。

対象は、琉球大学教育学部一年次（平成二年度入

学生）233名、県内大手銀行の行員330名を対象と

し、前者は平成２年４月、後者は同年８月に調査

を実施した。その内訳は、表１に示した。回収率

は学生で93.1％、銀行員で77.8％であった。

表１調査対象者の内訳

１．学生対象

出身地

県内県外計（人）

男
女 ３５

８６

５０

４０

８５

１２６

計１２１ ９０ ２２１

２．銀行員対象

年代別

１０代２０代３０代４０代５０代以上計(人）

明

男
女
鍼

３
２
０

４
１
０

１
３

３
２
０

４
２

１
４
２

６
１

４
９
２

５

1７５

７８

４

計５４５６５７７６５２５７

２．調査項目は(1)洋風ファーストフードの利用状

況(2)利用する理由(3)嗜好性(4)利用に対する意識(5)

今後の動向を設定し、洋風ファーストフード利用

に関する実態、および意向について調査を行った。

３．分析方法

各項目ごとの単純集計と、県内・県外学生別、

年代別のクロス集計をおこなった。なお学生を対

象とした調査、沖縄県出身学生と他府県出身学生

の間には有意差検定を行った。

－１８２－
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表２洋風ファーストフードの利用状況一琉大学生一

質問項目 カテゴリ 県内学生(％） 県外学生(％）

1．よく利用する

飲食店
（重複回答）

一般飲食店

日本料理店

西洋料理店

中華・東洋料理店

そば・うどん店

洋風ファーストフード店

ファミリーレストラン

喫茶店

寿司店

７０（５７．８）＊

１３（１０．７）

１５（１６．６）

７（７．７）

２６（２８．８）

1０２（８４．４）＊＊

４２（３４．７）

７２（５９．５）
９（７．４）

●
●
●
●
●
●
●
●
●

一
■
■
ユ
《
叩
ユ
】
（
矼
甸
）
△
扣
込
。
（
『
四
）
〈
』
叩
〉
丙
マ
ロ
ロ
《
Ⅲ
【
）
、
】
）

6４（７１．１）

1４（１５．５）

1３（１４．４）

1４（１５．５）

3２（３５．５）

5５（６１．１）

3６（３７．７）

3６（３７．７）

５（５．５）

２．洋風ファーストフード

（以下洋フ店に省略）

の利用状況

週に２．３回

週に－回

月に２．３回

２１３カ月に－回

ほとんど利用しない

全く利用しない

１（０．８）

3１（２５．６）

６１（５０．４）＊＊

2２（１８．２）

６（５．０）

0（０．０）

３（３．３）

1１（１２．２）

3３（３６．７）

2１（２３．３）

1９（２１．１）

３（３．３）

●
●
●
■
●
●

凸
■
■
こ
（
叩
久
】
（
叩
ご
く
｝
》
△
一
ｍ
ｍ
二
戸
●
爲
四
》
（
【
〉

３．洋フは利用しやすいか 9７（８０．２）＊＊

３（２．５）

2１（１７．４）

はい

いいえ

どちらともいえない

4５（５０．０）

６（６．７）

3９（４３．３）

■
日
０

勺
■
且
（
叩
〃
】
ｎ
■
⑪
》

４．洋フを利用する理由 １１（９．１）

４（３．３）

9４（７７．７）＊

９（７．４）

２（１．７）

0（０．０）

１（０．８）

８（８．９）

５（５．６）

5４（６０．０）
1１（１２．２）

１（１．１）

２（２．２）

９（１０．０）

おいしいから

安いから

手軽で便利だから
待たない

料理する時間がない

自分で料理できない

その他

●
●
●
●
●
●
⑤

■
□
■
ユ
（
〉
《
】
（
く
》
〉
△
｜
勾
咄
二
戸
』
■
）
（
田
叩
》
｛
》
Ｊ
●

＊Ｐ＜0.05．＊＊Ｐ＜0.01

県外学生とも約９％と少ない。

（３）居住地周辺の洋風ファーストフードの店舗

数

次に、居住地周辺（大学入学前）の洋風ファー

ストフードの店舗数（車で30分以内）について調

べ、その結果を表３に示した。「２店舗以上」と

答えた者は県内学生で92.5％、県外学生では76.7

％とその差が大きい。「４店舗以上」あると答え

た者の割合は県内学生では76％、県外学生では41.

1％と約35％の差があり、「一店もなし」と答え

た者は、県外学生で13.3％であるのに対して県内

学生は４％とわずかである。こうした状況からみ

ても県内学生の方が洋風ファーストフード店を利

用しやすい環境にあることを示している。また、

ドライブスルーを設置している店舗数は、「２～

４店舗以上」を合わせると県内学生で81％、県外

学生で46.6％と差がある。また県外学生は皆無と

したものが34.5％もあり、県内学生の方がドライ

ブスルーを設題している洋風ファーストフード店

を利用する機会が多いといえる。これは沖縄の主

表３居住地周辺の洋風ファーストフードの店舗数一琉大学生一

質問項目 カテゴリ 県内学生(％）県外学生(％）

１．居住地周辺の洋フ

店舗数

１店

２，３店

４店以上

なし

５（４．１）

2０（１６．５）

9２（７６．０）

４（３．３）

９（１０．０）

3２（３５．６）

3７（４１．１）

1２（１３．３）

●
●
●
■

勺
■
■
凸
ｎ
で
（
】
《
四
二
曲
一
口
勾
扣
一
○

２．ドライブスルー

のある洋フ店舗数

１店

２，３店

４店以上

なし

1２（９．９）

5３（４３．８）

4５（３７．２）

1１（９．１）

1７（１８．９）

3１（３４．４）

1１（１２．２）

3１（３４．５）

の
■
●
●

●■■ユ（平生】（芭四》△｜幻ね■。
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要交通機関が自動車であることが最大の要因とい

える。大手洋風ファーストフード店の聴取調査に

よっても県内ではドライブスルーの利用率は高く、

休日には店内で食べるよりドライブスルーを利用

する家族連れや若者の車が目立つという。

（４）食体験の年代

洋風ファーストフードを初めて食べた時期につ

いて小学生以前、あるいは小学生、中学生、高校

生の頃かについて表４に示した。

ア．ハンバーガーは「小学生以前」に食べたこ

表４食体験の年代一琉大学生一

質問項目 カテゴリ 県内学生(％）県外学生(％）

１．洋フのハンバーガー

を初めて食べた時期
小学生以前

小学生の頃

中学生の頃

無答

●
●
●
●

。
■
Ⅱ
△
《
叩
互
】
ハ
ベ
》
〉
▲
扣
咀
毎

４２（３４．７）

７２（５９．５）

５（４．１）

２（１．７）

６（６．７）

5９（６５．６）

2２（２４．４）

３（３．３）

２．洋フのフライドチキン

を初めて食べた時期
小学生以前

小学生の頃

中学生の頃

高校生の頃

無答

●
●
●
●
●

●
ロ
■
ａ
（
》
〃
】
（
く
函
〉
△
扣
咀
Ｓ
［
屍
叩
》

４１（３３．９）

6６（５４．５）

1０（８．３〕

１（０．８）

３（２．５）

６（６．７）

3８（４２．２）

3７（４１．１）

３（３．３）

６（６．７）

とがあると答えた者が県内学生で34.7％、県外学われる。

生では6.7％、「小学生の頃」までを合わせるとイフライドチキンの食体験は「小学生以前」．
県内学生では94.2％、県外学生では72.3％と差が「小学生の頃」とした者が、県内学生では88.4％、
みられた。即ち、県内学生の方が食体験の年代が県外学生で48.9％であった。県外学生では中学生
若<、幼児期の早いうちからハンバーガーを食べ以降と答えた者も44.4％いることから県内学生の
ていたことがわかる。これは沖縄では日木本士よ方がフライドチキンに馴染む時期も早かったこと
り約７年早くハンバーガー店が設立され、復帰後がわかる。

}よ外資系と国内資本系の合併型ハンバーガー企業（５）洋風ファーストフードの付け合わせ
の沖縄進出も盛んであった2)ことから、ハンバー 洋風ファーストフードのハンバーガーを食べる

ガー店を利用する機会が早かったことが要因と思時の付け合わせに何を選ぶか調べた結果、表５に
表５洋風ファーストフードの付け合わせ－琉大学生一

質問項目 カテゴリ 県内学生(％）県外学生(％）

1．洋フのハンバーガーを

食べる時の付け合わせ

ドリンク

スープ

ポテト

チキンナゲット

ァップルパィ

サラダ

チキン

アイスクリーム

コーン

●
●
●
●
＄
●
■
●
●

■
■
■
＆
（
、
久
一
｜
⑤
『
印
》
。
｜
河
田
毎
戸
（
餌
》
〈
』
亜
）
【
で
〃
。
（
“
【
）
（
四
『
）

1１７（９６．７）

２２（１８．２）

1０９（９０．１）

６（５．０）

１７（１１．０）

２９（７．４）

２（１．７）

１１（９．１）

８（６．６）

8５（９４．１）

８（８．９）

7５（８３．３）

1５（１６．７）

1２（１３．３）

1７（１８．９）

1２（１３．３）

８（８．９）

７（７．８）

２．洋フのフライドチキンを

食べる時の付け合わせ

●
●
●
●
●
の
●
白
●
●

１
△
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

ドリンク

スープ

ポテト

チキンナゲット

ァップルパィ

サラダ

チキン

アイスクリーム

コーン

フライドフィッシュ

1１４（９４．２）

１３（１０．７）

５７（４７．１）

３（２．５）

５（４．１）

５５（４５．５）

４６（３８．０）

６（５．０）

１５（１２．４）

３（２．５）

７１（７８．９）

１１（１２．２）

2８（３１．１）

８（８．９）

９（１０．０）

2８（３１．１）

2０（２２．２）

６（６．７）

６（６．７）

0（0.0）

－１８４－
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示したとおり「ドリンク」を選択した者が県内学

生で96.7％、県外学生では94.4％と共に高く、つ

いで「ポテト」が県内学生で90.1％、県外学生で

は83.3％であった。マクドナルド店長を対象に実

施した聴取調査では、ポテトは沖縄県内で人気が

高く、ハンバーガーと同量の売上数だという。

ハンバーガーとポテトの組み合わせは米国人が

好んで食べる付け合わせであり、こうした食習慣

の影響をうけたものと思われる。但し、県内、県

外学生との差はほとんどない。

フライドチキンの付け合わせには、県内・県外

とも「ドリンク」「ポテト」、「サラダ」の割合

表６洋風ファーストフードの堵好調査結果

が高く、県外学生では「チキンナゲット」、「アッ

プルパイ」の付け合わせがやや高い傾向を示した。

サラダは県内、県外とも高い割合を示しているの

は、油っこいチキンにはあっさりしたサラダが合

うといった嗜好性に加え、栄養的にバランスのと

れた取合わせをといった意識もあるのではないか

と推察される。

（６）洋風ファーストフードの嗜好性

主なものを11品目挙げ、５段評価による嗜好度

を調べた。各項目ごとに「大好き」、「好き」、

「普通」、「あまり好きでない」、「嫌い」の五

段階に分けその割合を表６に示した。

(％）

－１８５－

品目 対象 大好き 好き 普通 &らまり好き
ではない 嫌い 無回答

バ
ー
ガ
ー

チ
ー
ズ

県内（学生）

県外（学生）

１０．７

１２．２

４３．８

３２．２

３５．５

３６．７

１
７

，
●

４
６

５
７

●
●

２
６

３．３

５．６

フ
ィ
ッ
シ
ュ

フ
ィ
レ
オ

県内

県外

８．３

７．８

３８．８

２１．１

３６．４

４６．７

１０．７

１５．６

５
２

●
●

２
２

３．３

６．７

ビマ

ツツ

クク

県内

県外

１６．５

１１．１

２５．６

１５．６

３６．４

５１．０

１４．０

７．８

３．３

６．７

４．１

７．８

バ
ー
ガ
ー

チ
キ
ン

県内

県外

９．４

１７．８

３９．７

３５．６

３４．７

２６．７

９．１

１０．０

２５

３．３

４．１

６．７

バ
ー
ガ
ー

モ
ス 県内

県外

２３．１

１１．１

２９．８

１８．９

３３．１

２３．３

８．３

３５．６

５
９

ｃ
０

２
８

３
２

●
●

３
２

チ
キ
ン

フ
ー
フ
イ
膳
卜

県内

県外

１３．２

２４．４

４７．１

３４．４

２８．１

２５．６

４
９
●
Ｇ

７
８

８
２
●
●

０
２

３．３

４．４

ナ
ゲ
ッ
ト

チ
キ
ン

県内

県外

１２．４

１３．３

２９．８

２８．９

４２．１

４０．０

１２．４

８．９

０
２

●
●

０
２

３．３

６．７

ピ
ザ 県内

県外

２４．８

２２．２

４０．５

３２．２

２０．７

２８．９

７．４

５．６

３．３

４．４

３
７

●
０

３
６

タ
コ
ス

県内

県外

１２．４

３．３

２２．３

１３．３

８
７
●
●

８
６

３
４

１６．５

１１．１

５．０

５．６

５．０

２０．０

ポ
テ
ト

フ
ラ
イ
ド

県内

県外

５
８
●
●

１
７

２
２

３７．２

２７．８

３３．１

３０．０

３．３

６．７

１．７

１．１

３
７

●
●

３
６

ホド
ツツ

トグ

県内

県外

２１．５

２７．８

３７．２

２７．８

３３．１

３０．０

３．３

６．７

１．７

１．１

３
７

●
●

３
６



琉球大学教育学部紀要第47集Ⅲ

いずれの品目も県内、県外学生共通に好まれては多いため、幼い頃から利用する機会も多く、嗜好
いるが､モスバーガー、ビヅグマック、ピザ､タコス面でも本土との差異がみられるのではないかと思

は相対的にみて県内学生の嗜好度がやや高かった。われたが、顕著な差はみられなかった。全体的に
ビックマックは｢大好き｣、「好き｣と回答した者みるとフィレオフィッシュ、タコスを除いたすべ

を合わせると県内学生は42.1％、県外学生26.7％ての品目で約50％以上の学生が「大好き」、「好
と、有意に県内学生に好まれる傾向がみられる。き」と回答していることから、県内・県外学生を
マクドナルドの聴取調査でも本土に比べ売上が高問わず洋風ファーストフードは若者の嗜好性にあつ
いことがわかり、嗜好性と売上状況は一致していた食物だといえる。

るといえる。ビックマック等の量の多いハンバー（７）洋風ファーストフード利用に対する意識調
ガーは米国人が好んで食することから、沖縄県民査

もその食事形態の影響を受けたものと推察する。洋風ファーストフードを利用することについて
嗜好調査を総括すると、沖縄は本土に比べ洋風どのような意識をもっているかを調査し、その結
ファーストフード店の出店は早く、また店舗数も果を表７に示した。利用することについて、「大

表７洋風ファーストフード利用に対する意識調査一琉大学生一

質問項目 カテゴリ 県内学生(％） 県外学生(％）

1．洋フを利用する

ことについて

大変よい

時Arならよい

あまり利用しない方がよい
よくない

その他
■
●
●
●
■

■
□
■
ユ
《
亜
卒
】
、
く
ｍ
》
△
幻
知
○
一
（
四
）

５（４．１）

9４（７７．７）

2０（１６．５）

２（１．７）

0（0.0）

１（１．１）

6７（７４．４）

1５（１６．７）

４（４．４）

３（３．３）

２．今後の食生活で洋フ
を取り入れたいか

おおいに取り入れたい

時々、取り入れたい

あまり取り入れたくない

取り入れたくない

どちらともいえない

０
●
●
■
●

■
■
■
ユ
（
叩
兵
】
（
五
ｍ
》
△
ｎ
斗
。
（
院
■
）

８（６．６）

6３（５２．１）

3５（２８．９）

３（２．５）

1２（９．９）

２（２．２）

4９（５４．４）

2６（２８．９）

３（３．３）

1７（１８．９）

３．今後の食生活で洋フ

をどのように取り入
れたいか

主菜

おかずの一品

間食

取り入れたくない

その他

●
●
■
■
０

口
■
且
（
皿
巫
】
、
ベ
ェ
）
凸
扣
】
○
一
尾
二
〉

2６（２１．５）

1２（９．９）

5９（４８．８）

３（２．５）

2１（１７．４）

1７（１８．９）

９（１０．０）

4４（４８．９）

３（３．３）

1７（１８．９）

４．今後洋フは発展する
と思うか

思う

思わない

わからない

●
●
０

つ
■
■
（
（
宅
〃
】
の
ベ
リ

８２（６７．８）

１２（９．９）

2７（２２．４）

5６（６２．２）

６（６．７）

2８（３１．１）

変よい」、「時々ならよい」と回答した者は県内

学生で81.8％、県外学生で75.6％を占め、肯定的

な意見が多い。「できれば利用しない方がよい」、

「よくない」と回答した者は県内学生で18.2％、

県外学生で21.1％といずれも否定的な意見は少な

く、差もみられなかった。

（８）今後の動向

次に、今後の食生活に洋風ファーストフードは

どのように位置付けられるか予測してみた。県内・

県外学生とも「おおいに取り入れたい」、「時を

取り入れたい」と答えた者が約60％を占め、「あ

まり取り入れたくない」、「取り入れたくない」

といった消極的な意見は約30％であった。前項で

は洋風ファーストフードを利用することについて、

約70％以上の者が肯定的な回答をしたのにもかか

わらず、今後の食生活に取り入れることに対して

はやや消極的になる傾向がみられた。

今後の食生活で洋風ファーストフードを取り入

れたいと回答した学生に対して、どの様に取り入

れたいか質問したところ、県内．県外学生とも

「間食として」が最も多く約50％、次いで「食事

の主菜として」が約20％で、県内．県外学生の有

意差はみられなかった。取り入れたくないとした

理由については、県内．県外学生とも「栄養の偏

－１８６－
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りがあるから」が約60％を占め、次いで「食事は

手作りがよい」が多く、「おいしくないから」と

いった嗜好性を挙げた者は少なかった。

今後、洋風ファーストフードは発展していくと

思うか、については、いずれも「思う」と回答し

た学生は約６割以上を占め、「思わない」とした

学生はわずかで県内・県外学生の差はみられなかっ

た。こうした調査結果から、手軽に利用できる洋

風ファーストフードは今後も食生活に取り入れら

れるものと推察する。

２．社会人の年代別比較

（１）洋風ファーストフードの利用状況

学生対象の調査と同様に外食によく利用する飲

食店について、年代別に調べた結果を表８に示し

た。２０代では、喫茶店、洋風ファーストフード店、

表８洋風ファーストフードの利用状況一年代別比較一

質問項目 20代(％）３０代(％）４０代(％）カテゴリ 50代(％）

年齢

よく利用する

飲食店

（重複回答）

45(17.8）

14(31.1）

18(40.0）

11(24.4）

３（6.7）

７(15.6）

18(40.0）

12(26.7）

21(467）

12(26.7）

１．

２．

65(25.8）

22(33.8）

18(27.7）

13(20.0）

14(21.5）

別(36.9）

10(15.4）

26（4.0）

６（９２）

13(20.0）

77(30.6）

28(36.4）

31(40.3）

11(14.3）

13(169）

23(29.8）

６（7.8）

22(28.6）

５（6.5）

19(24.7）

65(25.8）

23(35.4）

27(41.5）

５（7.7）

19(29.2）

29(44.6）

２（3.1）

５（7.7）

３（4.6）

16(24.6）

一般飲食店

日本料理店

西洋料理店

中華・東洋料理店

そば・うどん店

洋風ファーストフード店

ファミリーレストラン

喫茶店

寿司店

●
●
●
●
●
●
●
、
●

『
ロ
ロ
ユ
（
叩
〃
】
（
西
『
印
）
ロ
｜
扣
咀
一
一
」
■
）
｜
〔
｜
、
叩
》
【
》
〃
０
（
）
（
）
（
』
『
》

２．洋フの利用状況 週に2,3回

月に２回程度

月に１回

2,3カ月に１回

ほとんど利用しない

全く利用しない

その他

３（6.7）

26(57.8）

８(１７．８）

２（4.4）

５(11.1）

０（0.0）

１（2.2）

６（9.2）

22(33.8）

19(29.2）

８(12.3）

７(10.8）

２（3.1）

１（1.5）

２（２６）

16(20.8）

22(28.6）

17(22.1）

11(14.3）

８(10.4）

１（1.3）

２（3.1）

９(13.8）

21(32.3）

11(16.9）

13(20.0）

７(10.8）

２（3.0）

■
ロ
●
白
●
●
●

■
□
Ⅱ
△
｛
叩
α
】
（
辺
、
）
ロ
■
叩
』
○
一
』
｜
出
》
〈
院
Ｕ
【
）
，
０

3．洋フを利用する理由 １（1.5）

２（3.1）

31(47.7）

２（3.1）

１（1.5）

２（3.1）

20(30.8）

４（6.2）

２（3.1）

１．おいしいから

２．安いから

３．手軽で便利だから

４．待たない

５．料理する時間がない

６．自分で料理できない

７．子供が好きだから

８．利用しない

９．その他

７(15.6）

２（4.4）

29(64.4）

２（4.4）

Ｏ〈0.0）

0（0.0）

１（2.2）

２（4.4）

２（４．４）

４（5.2）

0（0.0）

30(39.0）

４（5.2）

0（0.0）

３（3.9）

25(325）

４（5.2）

７（9.1）

７(10.8）

１（１．５）

21(32.3）

４（6.2）

0（0.0）

0（0.0）

14(21.5）

５（7.7）

13(20.0）

日本料理店の順に多く、３０代では、ファミリーレ

ストラン、そば、うどん店、一般食堂、４０代では、

日本料理店、一般食堂、そば、うどん店、５０代で

は、そば、うどん店、日本料理店、一般食堂の順

に多く、年代層によって利用する飲食店に差異が

ある。洋風ファーストフード店の利用率は20代で

40％を占めるのに対して、３０代では15.4％、４０代

では7.8％、５０代以上になると3.1％と年代が上が

るについて利用率は減少している。

洋風ファーストフードの利用状況は、２０～30代

で「月に２回程度」、４０～50代では「月に１回」

が最も多く、年代が上がるにっいれて利用回数が

少なくなる傾向がみられる。反対に「ほとんど利

用しない」。「全く利用しない」と回答した者は

高年代ほど多くなっている。しかし、利用回数に

こだわらず、洋風ファーストフードを利用する者

の割合をみると20代で86.7％、３０代で84.5％、４０

代で74.1％、５０代で66.1％になり、若い世代だけ

でなく40代、５０代でもかなり高い値を示し、幅広

い世代に利用されていることがわかった。

（２）利用する理由

洋風ファーストフードを利用する理由について

－１８７－
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}よ、いずれの年代も「手軽で便利だから」と簡便

性を挙げた者が多かった。また、３０代以上では

「子供が好きだから」の回答も多い。利用しない

理由としては「おいしくないから」と嗜好性を挙

げた者が多く、次いで「栄養に偏りがあるから」

であった。５０代では「食べ慣れないから」との回

表９利用に対する意識一年代別比較一

答も35％ある。

（３）利用に対する意識

洋風ファーストフードを利用することに対して

どのように考えているか、その意識について調べ、

その結果を表９にまとめた。利用頻度についてみ

ると、「時々ならよいと思う」は各年代とも共通

質問項目 カテゴリ 20代(％）３０代(％）４０代(％）５０代以上(％）

１．洋フを利用する

ことに対して

とてもよい

時々ならよい

あまり利用しない方がよい

利用しない方がよい

その他

●
●
●
●
■

｜
勺
０
口
（
（
》
〃
】
、
ご
ｍ
）
△
邑
何
や
二
一
』
『
）

２（4.4）

32(75.6）

５(11.1）

３（6.7）

１（２２）

ｌ（1.5）

37(56.9）

20(30.8）

５（7.7）

２（3.1）

１（1.3）

49(63.6）

15(195）

10(13.0）

２（2.6）

１（1.5）

44(67.7）

８(12.3）

６（９．２）

６（9.2）

2．今後の食生活で洋フ

を取り入れたいか

１．おおいに取り入れたい

２．時々、取り入れたい

３．あまり取り入れたくない

４．取り入れたくない

５．その他

２（4.4）

34(75.6）

６０３．３）

２（４．４）

１（2.2）

１（1.5）

413(66.2）

18(27.7）

１（1.5）

２（3.1）

Ｏ（0.0）

44(57.1）

22(28.6）

９(１１．７）

２（2.6）

０（0.0）

35(53.8）

19(29.2）

６（9.2）

５（7.7）

して高い割合を占め、約57％以上が肯定的な回答

をしている。しかし、「あまり利用しない方がよ

い」、「利用しない方がよい」と否定的な回答を

した者も30～40代に多くみられる。これは、子育

ての年代であり、栄養あるいは健康上の問題点な

ど、子供の食生活に及ぼす影響を憂慮する意識が

働いたものと考えられる。

では、今後、食生活に洋風ファーストフードを

取り入れたいかについては、「おおいに取り入れ

たい」、「時点取り入れたい」を合わせると20代

で80％、３０代で67.7％、４０代で57.1％、５０代以上

では53.8％と、若い年代ほど、取り入れたいとす

る意識が強く学生よりも高い率である。なお、い

ずれの年代も「取り入れたい」と回答した者が半

数以上を占めており、沖縄では洋風ファーストフー

ドは今後も若者を中心に幅広い年代層に利用され

るものと予測される。

これまで述べたように洋風ファーストフードは、

学生や社会人の「利用状況」や「意識」の調査結

果からも若い年代に好まれる外食産業であること

は明らかであるが、４０代から50代以上でも予想以

上に利用度が高く、沖縄では今後も食生活に取り

入れたいとする肯定的な意向をもつ者が多い。こ

うした特性は、沖縄県民が終戦直後、直接的にア

メリカの食生活スタイルに接し、それを受け入れ

てきたことa)、さらに洋風ファーストフードの出

現が早く、その味に慣れ親しんだ食体験があるこ

とが影響しているものと考える。

Ⅳ、要釣

米国統治時代、沖縄に導入された洋風（米国系）

ファーストフードが、沖縄県民の食生活にどの様

に受け入れられているのか、その利用状況と意識

調査を行った。調査対象は琉球大学学生と社会人

（沖縄銀行行員）である。その結果は次の通りで

あった。

１．琉球大学学生の県内出身学生は県外学生に

比較して洋風ファーストフードの利用頻度は高く、

外食産業（飲食店）の中で最も多く利用している。

利用回数は、月に２回以上と答えた者が県内学生

は76.8％で県外学生の52.2％に比べて多い。

２．洋風ファーストフードの嗜好性については、

県内・県外学生で大差はないが、ビックマック、

モスバーガー、ピザ、タコスなどは県内学生に好

まれている。

３．洋風ファーストフードを利用することにつ

いて、琉球大学学生は肯定的な意識があり、今後

も取り入れたいとする者が約60％あった。

４．社会人の洋風ファーストフードの利用頻度

は若い年代ほど高いが、５０代以上の年代でも月１
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回以上利用している者が約50％であった｡また、

今後も食生活に取り入れたいと回答した者が、ど

の年代も54％以上あり、利用することに肯定的な

意識をもっている。

５．米国資本のＡ＆Ｗが導入されて30年を経た

現在、洋風ファーストフードは手軽な食事、ある

いは間食・主菜に利用され、沖縄の食生活スタイ

ルに定着している。これは米国統治によって、県

民がアメリカ型食生活を直に体験し、それを受け

入れたことが大きく影響していると考える。

して下さいました、外資系洋風ファーストフード

企業の皆様、アンケート調査に協力して下さいま

した、県内Ｏ銀行、琉球大学教育学部学生の方々

に、厚くお礼を申し上げます。
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